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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第３回） 

 

■開催日時：令和７年11月28日（金）15:00～17：00 

 

■開催場所：福井市役所 別館４階 第14会議室（Ｄ） 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻前でございますが、委員の皆様おそろいでございますので、ただいまから福井市総

合計画審議会専門部会第２部会の３回目の会議を開催させていただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 なお、本日、坪川委員はご欠席の連絡をいただいておりますので、ご報告いたします。 

 それでは、議事に入ります前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元のほうに本日の会議次第、それから委員及び出席者の名簿、座席表並びにメモ用紙

をお配りしております。また、パソコンのほうに資料11－２、総合計画原案に対する意見と対応案、そし

て資料の12、第九次福井市総合計画原案、こちらは他の部会の政策も通しで掲載しているものでご

ざいます。この２点をお開きしておりますが、不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、早速議事のほうに移りたいと思いますので、部会長、よろしくお願いいたします。 

 

２．議事 

「第２回専門部会での各委員からの意見を踏まえた修正内容の確認について」 

○部会長 

 ただいまから議事に入ります。 

 本日は、前回の部会において、委員の皆様からいただいた意見を反映した案について審議をしてい

ただきます。 

 今回が最後の部会です。本日、部会案を確定した上で、全体会に提示してまいりたいと思います。 

 それでは、政策５、地域活性化に関する政策について、事務局から説明をお願いいたします。 

 なお、資料については、既にお目通しいただいていると思いますので、事務局からの説明は簡潔に

お願いします。 

○事務局 
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 お手元の資料11－２をご覧ください。 

 まずは、資料の構成についてご説明します。 

 政策ごとに総合計画原案に対する意見と対応案と、次ページに修正箇所を赤字で示した素案の順

番となっています。 

 なお、意見と対応案に示されているナンバーを素案では赤い四角で囲んだ番号で修正箇所として

反映してありますので、適宜確認をお願いいたします。 

 それでは、政策５、地域活性化に関する政策の修正案についてご説明いたします。 

 資料11－２の１ページと２ページになります。 

 １ページの意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①具体的な取組として検討するものです。 

 出生率の高さを福井県と協働して全国にＰＲしてほしいとのご意見がございました。 

 大都市圏に対し、本市の住みよさや教育、産み育てやすい子育て環境の充実度について、様々な媒

体を活用して情報発信を強化していくとともに、県や市東京事務所などとも連携しながら福井のＰＲ

に取り組んでいくこととします。 

 次に、大学生などに対し、福井もきらりと光る企業がたくさんあることを伝えてほしいとのご意見がご

ざいました。 

 引き続き、地元大学生との連携による情報発信や、県などと連携し企業交流イベントなどでの情報

提供を行うことで、本市へのＵＩターンへとつなげていくことといたします。 

 次に、地域の安全・安心のための負担が自治会に重くのしかかっているため、最低限は福井市でや

ってほしい。また、地域に参加している方は年齢層が高く、若者が参加したくても参加しづらいや、公

民館は生涯学習の拠点だけでなく、住民自治に関わる役割も担ってほしいとのご意見がございまし

た。 

 地域コミュニティー機能維持・活性化のための支援について、地域の声や実情などを整理し、見直

しを含め検討していくことといたします。 

 政策５についての説明は以上となります。 

○部会長 

 ここで第１部会の政策４の防災・減災に関する政策の審議において、この政策５に関する意見があ

りましたので、私のほうからご報告をさせていただきます。 

 政策４の防災・減災に関する政策において、施策の③ですが、地域コミュニティー等を活用し、防災

力を高めるという記載があります。自主防災組織の育成や関係団体の連携強化により、要配慮者の

支援体制づくりなどを施策に掲げておりますが、実際は地域コミュニティーが失われており、自治会

長や民生委員の成り手不足のため、関係団体等の連携が強化できないという状況になっています。

防災力を高めるためにも、現状を認識し、政策５、地域活性化に関する政策の施策④地域の活性化

や地域コミュニティーの維持に取り組む、において、十分な審議をしていただきたいということです。 

 今の報告がありましたが、事務局から回答がありましたらお願いしたいと思います。 

○総務部次長 

 今ほど第１部会で出ました、地域コミュニティーが失われていて関係団体の連携強化が難しいとい

ったご意見に対してですが、地域を活性化させて地域コミュニティーを維持していくということが、ひ

いては共助力が高まり、自主防災や地域福祉などにもつながっていくと考えております。そのため、具

体的には、この政策５の④地域の活性化や地域コミュニティーの維持に取り組むにおいて取り組み

たいと思っており、具体的に申し上げますと、自治会の組織運営基盤の強化を目的として、自治会へ

の加入促進や、行政配布文書の削減、デジタルの推進によって自治会運営の負担軽減や自治会の
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合併、補助金による支援などにおいて、自治会の運営への支援をしていきたいと思っております。 

 また、加えて、地域課題や自治会運営に関するトラブルなどをテーマにした勉強会を新たに開催で

きたらと思っております。勉強会の詳細についてはこれからですが、役員など特定の人だけの負担で

はなく、その地域内の防犯、防災、地域福祉やまちづくりなど、課題解決のために若い世代の方々も

一緒に巻き込んで活動しながら交流して、一体感を醸成するといいますか、人付き合いの大切さを実

感する、そういった啓発をしていかないといけない、地域コミュニティーの底上げをしていかないと考

えております。 

 引き続き、自治会連合会や公民館と連携して、地域コミュニティー保持、活性化のための支援につ

いて、見直しを含めて検討してまいりたいと思っております。 

○部会長 

 そのほか事務局からの説明を踏まえ、政策５、地域活性化に関する政策について、皆様からのご意

見をいただきたいと思いますが、挙手の上、ご発言いただくようお願いいたします。 

 ございませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ないようですので、政策５については、審議された内容をまとめます。 

 意見の内容を踏まえ、対応案ということでさせていただきたいと思いますが、本日、部会が最終回と

なるため、この修正内容の確認については、私のほうでご一任していただけますでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、以上、政策５についての審議を終了いたします。 

 次に、政策６、共生・協働に関する政策について、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策６、共生・協働に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－２、３ページと４ページになります。 

 ３ページ、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、アンコンシャスバイアス、無意識の思い込みや偏見をなくし、男性も女性も同じ

権利があることを市民に分かりやすく伝えるためのフレーズへ変えたほうがいいのではないかとのご

意見がございました。 

 ご意見を踏まえ、現状の上から７行目、「アンコンシャスバイアスを減らし」を、アンコンシャスバイア

スを解消しに修正することといたします。 

 また、施策②３つ目、社会全体、企業や地域などでのアンコンシャスバイアスを減らし、男女共同参

画の意識醸成に取り組みますを、性別に関わらず、誰もが尊重し合い、自分らしく生きがいを持って

暮らせる豊かな社会づくりのため、セミナーなどを通じた意識啓発に取り組みますに修正いたします。 

 次に、四角の２です。 

 市民協働を推進するに当たり、市民も行政も対等なパートナーであると啓発し続けてほしいとのご

意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策④２つ目、「市民と行政が協力して役割を担う市民協働を推進します」

を、「市民と行政が対等な立場で協力して役割を担う市民協働を推進します」に修正いたします。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 女性を優遇するくらいの意識を取り入れないと、女性活躍の実現は難しいのではないかとのご意見

がございました。 

 本市では、管理職や審議会などに占める女性の参画率の目標設定、企業においては独自のウェブ
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診断システムＦｕｋｕｒｅａによる職場環境改善の後押しなどにより、今後も女性の活躍を促進していく

ことといたします。 

 次に、女性が生き生きと暮らせることが地方の人口減少を食い止める重要なポイントであり、県とも

協力し、取り組んでほしいとのご意見がございました。 

 今後も情報共有などをし、県と連携して、誰もが活躍できる社会の実現に向けた取組を行っていく

ことといたします。 

 続きまして、クラン市との姉妹都市締結後の具体的な取組について検討してほしいとのご意見がご

ざいました。 

 相手都市との協議を重ねながら、具体的な事業を今後検討していくことといたします。 

 総合ボランティアセンターについて知らない人もおり、周知が必要ではないかとのご意見がござい

ました。 

 新たな団体などや若い世代に対しても、ホームページやＳＮＳなどを活用し、ＰＲを図っていくこととい

たします。 

 政策６についての説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえ、政策６、共生・協働に関する政策について皆様からのご意見を

いただきたいと思いますが、挙手の上、発言をお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 特にないようでしたら、再修正の必要がないということでよろしいかと思いますが、本日最終ですの

で、修正内容の確認については、私にまた一任いただけますでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、以上で政策６についての審議を終了とさせていただきます。 

 次に、政策７、福祉・健康に関する政策について、事務局のから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策７、福祉・健康に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－２の５ページから７ページになります。 

 上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、現状の７行目、市民が安心・安全に暮らせるようを、市民が安全に安心して暮

らせるように変更してはどうか。安全と安心の言葉の意味を使い分けて記載してほしいとのご意見が

ございました。 

 ご意見を踏まえまして、市民が安全に安心して暮らせるように修正いたしました。 

 次に、四角の２では、ダンスより健康運動のような記載のほうが市民に受け入れられやすいのでは

ないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策①２つ目、ダンスなど体を動かす活動を、ダンスや健康体操など体を動

かす活動に修正いたしました。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 障害者が老人ホームに入れないと聞くため、支援を考えられないかとのご意見がございました。 

 現在のところ、高齢障害者のための老人ホームは検討しておりませんが、障害の特性に応じた障害

福祉サービスや介護保険事業で対応していくことといたします。 

 次に、結核やエイズなどの記載について、新型コロナウイルスやインフルエンザが流行する中、記載
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内容に違和感があるとのご意見がございました。 

 長期にわたり流行し、国際的課題となっている結核、エイズ対策事業は、公衆衛生上の重要な業務

であることから、記載内容はそのままといたします。ただし、新規患者がいまだ発生している現状につ

いて周知に努めるとともに、県と連携し、引き続き感染予防の啓発に取り組むことといたします。また、

様々な感染症についても、感染症予防のための啓発や感染拡大防止に取り組むとともに、パンデミッ

クに対する体制の整備や対応力の強化を図っていくことといたします。 

 政策７についての説明は以上となります。 

○部会長 

 ただいまの説明を踏まえ、政策７、福祉・健康に関する政策について、皆様からご意見をいただきた

いと思いますが、挙手の上、お願いいたします。 

 皆様の意見が反映されておりますね。大丈夫でしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 意見がないようですので、政策７について、審議された内容をこのようにまとめたいと思っておりま

す。再修正が必要となる部分はありませんでしたので、よろしくお願いをいたします。 

 本日が部会の最終回となるため、修正内容の確認については、私にご一任をお願いしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、以上で政策７についての審議を終了とさせていただきます。 

 次に、政策８、環境に関する政策について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策８、環境に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－２の８ページから10ページになります。 

 ８ページ、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、日頃から自然と触れ合って大事にしようという気持ちの醸成が必要と考えるた

め、自然との触れ合いの機会の増進といった文言を記載してほしいとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策③１つ目、「保全・再生活動を支援します」を、「保全・再生活動を支援

し、自然と触れ合う機会を提供します」に修正いたします。 

 続きまして、②反映が困難であったもの、ほかの政策の修正についてです。 

 資源物及び廃棄物を適正に処理しとの記載について、資源物は有効利用するということを明記し

たほうがいいのではないかとのご意見がございました。 

 処理には、分別、保管、収集、運搬、再生、処分など廃棄物全般の作業が含まれているため、適正な

処理という表現のままといたします。 

 次に、家庭ごみの抑制につながる消費行動を促すといったエシカル消費について、追記できないか

とのご意見がございました。 

 エシカル消費は、消費者一人一人が人や社会、環境などの社会的課題の解決を考慮したり、課題

解決に取り組む事業者を応援する消費行動であり、賢い消費者の育成として、政策９、安全安心に

関する政策で反映することとします。 

 続きまして、ごみの有料化のような施策は、担当部局だけでなく、総務部などが一緒に考えないと前

に進めないのではないかとのご意見がございました。 

 ごみの有料化に限らず、現状を最も把握している担当課、担当部局において、まずは検討するべき

と考えております。ただし、市民生活に大きく関わる政策や方針転換などは、市全体での判断が必要
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となる場合もあります。今後も社会情勢に応じて適切に判断していくことといたします。 

 政策８についての説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえ、政策８、環境に関する政策について、皆様からのご意見をお伺

いしたいと思います。 

○委員 

 今からの話はもしかすると環境よりも農林のほうに近いかもしれないですが、この場で発言させてく

ださい。それは、クマの話です。 

 クマという固有名詞をこの総合計画に出すということはなじまないと思いますが、今あちこちでクマ

が出没しています。まず、そのクマに対して、福井市の中では農林課、環境課、窓口的にはどちらか決

まっていると思いますが、実情を把握されているのでしょうかということが１つ。ここが所管していると

いうことを答えていただければ十分です。 

 その上で、去年、鳥獣保護管理法が変わり、それまではシカとイノシシだけが処分の対象だったもの

が、クマが去年追加された。追加されたと思ったら、今年には緊急銃猟が可能となったという状況が

あります。 

 そうすると、政策10、農林水産業の５に有害鳥獣捕獲の先進的手法という表現が出てくるのです

が、例示的に何々などの先進的手法という頭出しができないかというのが要望であります。 

○事務局 

 まず、有害鳥獣に関することについては、クマ等も含め、林業水産課の有害鳥獣対策室において所

管しております。 

 また、これは他部会の審議事項になりますが、担当課と情報を共有させていただき、修正等が可能

であれば、こちらのほうで改めて修正を検討し、またその内容については部会長に確認していただく、

一任いただくということで進めさせていただいてもよろしいでしょうか。 

○委員 

 分かりました。 

 どうしてもニュースになるのは、大野や勝山で人が何かあったときだけですが、おそらく福井市でも

山のほうでは出ており、情報は入ってきているんだろうと思います。書ける範囲でよろしくお願いしま

す。 

○部会長 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 それでは、ほかございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、今のクマや鳥獣に関しましてはまた共有させていただき、今回の部会は最終ということでご一

任いただけますでしょうか。 

○委員 

 よろしくお願いします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、以上で政策８につきまして、審議を終了とさせていただきます。 

 次に、政策９、安全安心に関する政策につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策９、安全安心に関する政策についてご説明いたします。 
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 資料11－２、11ページと12ページになります。 

 11ページ、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、犯罪の防止は防犯隊だけでなく、地域ぐるみで防止していくという文言に変え

たほうがいいのではないか。防犯隊や地区社協、民生委員や福祉委員、女性防火クラブなど、安全

を切り口に連携するというところがどこかに出てくるとよいとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえ、施策①１つ目、「防犯隊への活動支援を行うことで」を、「防犯隊や地域の各種団

体と連携し」に修正いたします。 

 女性防火クラブは、一般住宅の火災予防などをはじめ、災害発生時における炊き出しなど、被災者

の一番近くで寄り添って活動しており、地域における犯罪の未然防止という目的とは異なるため、具

体的な連携については記載しないことといたします。 

 次に、四角の２では、先ほどの政策８でのご意見を踏まえまして、施策③に「環境問題や社会問題

などに配慮したエシカル消費の普及啓発を推進します」を追加いたします。 

 また、エシカル消費についての注釈、地域の活性化や雇用などを含む、人、社会、地域、環境に配慮

した消費行動を追加いたします。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 特殊詐欺について、例えば防災訓練や運動会の合間を活用するなど、家族で学ぶ機会をつくって

はどうかとのご意見がございました。 

 このご意見に対しましては、実施計画を作成する際に検討していくことといたします。 

 次に、消防団についても記載し、どうバックアップしていくかということを記載してはどうかとのご意

見がございました。 

 施策②１つ目、消防施設の整備と維持管理に消防団の分団本部建設などに関する細部計画が含

まれており、その中で検討し、取り組んでいくことといたします。 

 なお、令和７年４月１日現在、福井市消防団の定員に対する充足率は92.9％と高い水準となってお

ります。 

 次に、女性防火クラブの研修や活動支援について記載してはどうかとのご意見がございました。 

 市女性防火クラブ連絡協議会の事務局は市防火委員会が担っており、市防火委員会の支援を受

けながら様々な活動を行っております。本市としましては、今後も市防火委員会と連携し、活動支援を

行っていくことといたします。 

 政策９についての説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえ、政策９、安全安心に関する政策について、皆様からご意見をい

ただきたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ないようですので、政策９につきましては、審議された内容をまとめます。 

 この政策につきましては、特に再修正が必要な部分はありませんでしたので、このとおりにしたいと

思います。 

 本日が部会の最終回となるため、修正内容の確認については、私にご一任いただけますでしょう

か。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 
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 それでは、以上で政策９につきまして、審議を終了といたします。 

 皆様のスムーズなご協力をいただきまして、これをもちまして当部会での審議は全て終了となりま

す。 

 当部会での審議結果につきまして、来年１月の第２回全体会におきまして、私のほうから第２部会の

審議結果として報告をさせていただきます。その報告内容に関しましては、私のほうにご一任をしてい

ただけますでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

○委員 

 これでもう我々の発言機会は終わるのであれば、ちょっとだけすみません。 

 我々の分野の「くらし」ですが、暮らしというのは非常にいろいろなところに関わることだと思うので、

ここで２点発言させてください。 

 １つ目は、政策３の現状のところで、公共の上下水道の話があるのですが、私は上下水道というの

は代表的な公共インフラであって、極端に言えば、できれば直轄でやってほしいという思いがありま

す。そういった思いも含め、「事業の持続可能性を確保する」という表現ではなく、「事業を継続してい

くためには」、ともう少しコンパクトにして、公共の上下水道は今後も市が中心的になっていくんだとい

うことを私は出してほしいなという１つは要望です。 

 それから、２つ目は、同じく生活インフラに関する政策のところで、空き家の話が出ています。ご存じ

のとおり、大分で大火災になりましたが、全く人が住んでいない空き家が３分の１ぐらいあるとニュー

スで流れていました。 

 まず、この空き家について、ここでは空き家所有者等による適切な空き家管理を促進しますと書いて

ありますが、あまりにもさらっとし過ぎていると感じるので、もう少し踏み込んでもらえないかと。例え

ば、空き家バンクという制度は福井市もあって登録されていると思いますが、空き家バンクに登録され

ている空き家は逆に言えば問題ない。空き家バンクに登録されていない、つまり極端に言うと持ち主

もだんだん分からなくなってくる空き家等も今後増えてくるかと思います。空き家の今後の対策につ

いて、もう少し具体的な書き込みができないかというのが私の２つ目の要望です。 

 この場で当然答えはできないと思いますので、検討いただければと思います。よろしくお願いします。 

○事務局 

 今、政策３の上下水道の事業継続に関すること、また空き家の対策に関すること、こちらのほうも持

ち帰らせていただき、担当課のほうで一度検討をお願いして、修正等がもし必要なものがあれば、部

会長にご確認いただくという形で進めさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 貴重な意見ありがとうございます。 

 ほかございませんか。 

○委員 

昨日の朝日新聞に割と面白い記事が載っていたのですが、ＵＩターンを促進する要素として、その土

地の寛容さという一言で言える要素がすごく相関性が高いというデータがありました。 

 寛容性というのは、要するに政策６でいうアンコンシャスバイアスが無いや、女性が活躍しやすいと

か、そのような指標をトータルで寛容さという評価軸をつくっていたと思います。なので、ぜひこの政策

６を推進して、できればこの政策６が進んでいるという客観的な指標を市として見つけていただいて、
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それが向上しているということを全国にアピールすれば、出生率みたいな分かりやすい指標がいいと

思いますが、ＵＩターンにつながるのではないかとも思いますので、よろしくお願いします。 

○事務局 

 先ほどのお話は数値的なものだと思うのですが、そこについては、来年策定する実施計画策定の際

に施策ごとにＫＰＩ、数値目標を設定する予定です。毎年度、総合計画レポートを策定しており、施策

ごとに振り返りを実施いたしまして、ＫＰＩの達成状況も公表する予定です。その中には、ＫＰＩの設定に

おいて今おっしゃられたような寛容さにつながるような指標も検討して、設定していきたいと考えてお

ります。 

○部会長 

 よろしいでしょうか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 全体的なことですが、今日、皆さんが唱和している市民憲章というのは、実は福井市しか読んでおり

ません。全県で唱和しているところはほとんどないです。県民指標もありますが、福井県の会議でもほ

とんど県民指標は唱和しておりません。福井市だけがこの市民憲章を唱和しているんですね。私は、

これは非常にいい文章だと思いますので、ここには入っていませんが、学校教育に何か少し取り入れ

られるような、そういったことも具体的にお考えになったらどうかと思います。 

 例えば道徳的な心（お地蔵様がいたら頭を下げるなど）をなかなか学校で教えることができないの

ならば、せめてこの市民憲章の精神をきちんと学校教育の中にも取り入れていくことが福井市の市

民としては非常に大事なことかと思います。 

 それから、今日民生指導委員会の委嘱式がありましたが、福井市で約500人が地元で民生指導

委員として頑張っている。日本全国では約22万人方が実は地域を支えています。こういったことは、こ

の中に全く表れてきませんが、そういった地域を、福祉を根本から支えている人をこれから養っていか

なくてはいけない。今言葉ではここに書いてありますが、こういったことが危機的な考え方に今なって

います。 

 次代を担うこどもたちにこのような精神を引き継いでいくよう、福井市にある教育機関にもそういっ

た考えをぜひ共有してくれるような手法を具体的に取り組んでいってほしいと思います。 

○部会長 

 広範囲にわたりご意見いただいたんですが、教育の分科会に入っておられる方に共有していただけ

ると助かります。 

○教育委員会事務局教育次長 

 福井市の学校教育基本方針の心づくり、体づくりというところで、人権教育とか道徳教育の推進を

積極的に取り組んでいるところです。今、委員がおっしゃった不死鳥のねがい、市民憲章の精神的な

部分、今学校現場でどこまで取り組んでいるのか確認しておりませんが、今おっしゃられたことを学

校の担当のほうにも伝えてまいります。 

○部会長 

 市民憲章も英語など様々あるので、教育の一環にすごくいいのではないかと思います。ありがとうご

ざいました。 
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 ほか何か全般に気になったところ、それから私たちが今協議したところで振り返りまして、もう言い忘

れたことはございませんか。 

○委員 

 質問ですけども。 

 市民憲章の最後の「福いいネ」という言葉はいつから入っているんですか。最近入ったでしょ。改定

したんですか 

○部会長 

 ５年に１回、実践目標だけ変えています。一般公募や、学生さんも実践目標の案をたくさん出してく

れています。 

 ほかよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、進行を事務局のほうにお返しします。 

 

３．閉会 

○事務局 

 部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、３回にわたる専門部会でのご

審議をいただき、誠にありがとうございました。 

 それでは最後に、次回の第２回全体会の開催日時についてご連絡を申し上げます。 

 次回は、来年１月９日金曜日の午前９時30分から、福井市上下水道局５階の大ホールで行いたい

と思います。委員の皆様には、ご多忙のところ大変恐縮ですが、引き続きご出席のほどよろしくお願い

したいと思います。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第２部会の会議を終了いたします。 

 本日は、皆様本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。 

（以  上） 
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